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本
年
度
も
「
建
設
業
年
度
末
労
働

災
害
防
止
強
調
月
間
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

年
度
末
は
、
工
期
の
追
い
込
み
や

工
程
が
重
な
り
や
す
く
、
現
場
全
体

が
慌
た
だ
し
く
な
る
時
期
で
す
。
こ

う
し
た
状
況
下
で
は
、
わ
ず
か
な
確

認
不
足
や
慣
れ
に
よ
る
油
断
が
重
大

災
害
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
今
一
度
、
基
本
に
立
ち
返
っ
た
安

全
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
新
の
労
働
災
害
発
生
状
況
を
見

る
と
、
建
設
業
に
お
け
る
死
亡
災
害

は
二
百
六
人
と
前
年
よ
り
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
全
業
種

の
中
で
最
も
多
い
水
準
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
休
業
四
日
以
上
の
死

傷
災
害
は
や
や
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

重
大
災
害
に
つ
な
が
り
や
す
い
リ
ス

ク
を
多
く
抱
え
て
い
る
業
種
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
事
故
の
型
別
で
見
て
も
、

建
設
業
で
日
常
的
に
発
生
し
得
る
災

害
が
、
そ
の
ま
ま
死
亡
事
故
に
直
結

し
て
い
る
実
態
が
う
か
が
え
ま
す
。

つ
ま
り
、「
よ
く
あ
る
危
険
」
こ
そ

が
「
命
に
関
わ
る
危
険
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

弊
社
で
は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の

際
に
気
付
い
た
良
い
取
り
組
み
を

「
グ
ッ
ド
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
共
有

建
設
業

年
度
末

労
働
災
害
防
止
強
調
月
間
31
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林業

※新型コロナウイルス感染症へのり患による労働災害を除いたもの。
・

社会福祉施設

小売業

その他の
第三次産業

飲食店

第三次産業

※新型コロナウイルス感染症へのり患による労働災害を除いたもの。
・

前年同期比

（人）

（年）

前年同期比

（人）
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※その他は、グラフ上に列挙された業種以外の業種の死亡者数を合計したもの。 ※その他は、グラフ上に列挙された業種以外の業種の休業４日以上の死傷者数を合計したもの。

し
、
各
現
場
の
安
全
意
識
向
上
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。
特
別
な
こ
と
で
は

な
く
、
整
理
整
頓
が
行
き
届
い
て
い

る
、
危
険
箇
所
に
注
意
表
示
が
さ
れ

て
い
る
、
声
か
け
が
し
っ
か
り
行
わ

れ
て
い
る
と
い
っ
た
基
本
的
な
取
り

組
み
こ
そ
が
、
災
害
防
止
に
つ
な
が

る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
う
し

た
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
、
重

大
災
害
を
防
ぐ
力
に
な
り
ま
す
。
今

後
も
、
各
現
場
の
良
い
点
を
共
有
し

な
が
ら
、「
当
た
り
前
の
安
全
」
が

当
た
り
前
に
で
き
る
現
場
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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×
電
気
を〝
使
う
〞か
ら〝
備
え
る
〞へ

Ｖ
２
Ｈ
導
入

Ｂ
Ｃ
Ｐ
強
化

当
社
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
と
事
業
継
続
力
の
強
化
を
目
的
と
し

て
、Ｖ
２
Ｈ（V

ehicle to H
om

e
）シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

Ｖ
２
Ｈ
と
は
、
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）

に
蓄
え
た
電
力
を
建
物
へ
供
給
で
き
る

仕
組
み
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
電
力
を
「
消
費
す
る

だ
け
」
で
は
な
く
、「
備
え
と
し
て
活

用
す
る
」
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ

る
停
電
時
で
も
、
Ｅ
Ｖ
を
〝
移
動
可
能

な
蓄
電
池
〟と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、

オ
フ
ィ
ス
の
照
明
・
通
信
機
器
の
稼
働

重
要
設
備
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
確
保

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

Ｖ
２
Ｈ
は
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
平

常
時
に
も
活
躍
し
ま
す
。
電
力
ピ
ー
ク

の
抑
制（
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
）電
気
料
金

の
最
適
化
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

連
携
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
と
環
境

負
荷
低
減
を
両
立
す
る
、
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
づ
く
り
の
一
環
で
す
。

Ｖ
２
Ｈ
導
入
は
単
な
る
設
備
投
資
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
脱
炭
素
へ
の
取
り
組

み
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
地
域
社
会
へ
の

安
心
提
供
当
社
は
「
環
境
に
配
慮
す
る

企
業
」
で
あ
る
と
同

時
に
、「
い
ざ
と
い

う
時
に
強
い
企
業
」

で
あ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
持
続
可
能

性
と
事
業
継
続
力
を

両
立
さ
せ
る
取
り
組

み
を
進
め

て
ま
い
り

ま
す
。

災
害
時
に
も
止
ま
ら
な
い 

体
制
づ
く
り（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
強
化
）

平
常
時
も
活
用
で
き
る

賢
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
用

環
境
配
慮
×
危
機
対
応
力
の
両
立

健康
ワンポイントアドバイス 

昨今、働いている人でストレスがない方はいないと思います。
良いこころの状況を保っていくために重要な事は、ストレスと上

手く付き合っていく事です。

ストレスと上手く
付き合っていこう！



（3）

卒業シーズンに考える「体と心の新しい門出」
暖かな陽射しに春の訪れを感じる季節になりま

した。3 月といえば、卒業シーズンですね。ご卒
業を迎えられる皆さま、そしてご家族の皆さま、
誠におめでとうございます。

スーツ、制服姿が少し大人びて見えるこの時期、
街中や駅で見かける卒業生の晴れやかな表情に
は、私たちも元気を分けてもらえるような気がしま
す。しかし、こうした「人生の節目」や「環境の変化」
の時期こそ、実はお体への負担が蓄積しやすいタ
イミングでもあることをご存知でしょうか。
「お別れ」と「準備」で体はクタクタ？
3 月は、これまでの環境との別れを惜しむイベ

ントが続く一方で、4 月からの新生活に向けた準
備に追われる時期でもあります。

•	デスクワークや片付けによる負担： 引っ越
し作業や、溜まった書類の整理などで、普段
使わない筋肉を酷使していませんか？

•	緊張による筋肉のこわばり： 新しい環境へ
の不安や緊張は、自律神経を乱し、肩こりや
頭痛の原因になります。

•	春特有の寒暖差： 「三寒四温」と言われるよ
うに、1 日の中での気温差が激しく、体が体
温調節にエネルギーを使い果たして「春バテ」
を起こしやすくなります。

「痛み」を次のステージに持ち越さない
卒業式を終え、新しい一歩を踏み出すとき、体

に痛みを抱えたままでは全力で楽しむことができ

ません。 「最近、なんとなく腰が重いな」「首ま
わりがガチガチだな」と感じていても、「忙しい
から落ち着いてからでいいや」と後回しにしてし
まいがちです。しかし、無理をして乗り切った代
償は、新生活が始まった 4 月の終わり頃に「ギッ
クリ腰」や「強い倦怠感」として現れることがよ
くあります。

卒業が「これまでの学びの集大成」であるよう
に、この 3 月を「自分自身の体のメンテナンス期
間」として位置づけてみてはいかがでしょうか。
軽やかな体で、最高のスタートを
当院では、患者様お一人おひとりの状態に合わ

せ、硬くなった筋肉を解きほぐし、骨格のバラン
スを整えるお手伝いをしています。体が軽くなる
と、自然と視線が上がり、前向きな気持ちが湧い
てくるものです。

新しい場所へ向かう皆さまが、最高のコンディ
ションでスタートラインに立てるよう、私たちは
全力でサポートさせていただきます。

忙しい日々の中ではありますが、ふとした瞬間
に深く呼吸をしてみてください。そして、少しで
も体に違和感があれば、いつでもお気軽にご相談
くださいね。

皆様の新しい門出が、健やかで素晴らしいもの
になることを心より願っております。

あなたの伴走者
健康な毎日をサポート

長 屋 勝 真 ▲ホームページ

11

三
月
十
一
日
は
「
い
の
ち
の
日
」
で

す
。
こ
の
記
念
日
は
、
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
、
命
の
尊
さ
と

防
災
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
る
日
と

し
て
、「
災
害
時
医
療
を
考
え
る
会
」

に
よ
り
制
定
さ
れ
、
日
本
記
念
日
協
会

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
の
震
災
で
は
多
く
の
命

が
失
わ
れ
、
医
療
体
制
の
ひ
っ
迫
や
避

難
の
難
し
さ
な
ど
、
災
害
時
に
「
命
を

守
る
備
え
」
が
い
か
に
重
要
か
が
強
く

認
識
さ
れ
ま
し
た
。
平
時
に
で
き
る
準

備
が
、
非
常
時
の
冷
静
な
行
動
に
つ
な

が
り
ま
す
。
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
や
非

常
食
・
飲
料
水
の
点
検
、
家
族
と
の
連

絡
方
法
の
共
有
な
ど
、
日
頃
の
備
え
の

積
み
重
ね
が
命
を
守
る
力
に
な
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
職
場
や
家
庭
で
防

災
へ
の
意
識
を
あ

ら
た
め
て
高
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

今
日
は
何
の
日
？

今
日
は
何
の
日
？
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TEL.	0537-86-3245
FAX.	0537-86-6675

Email. info@msd1912.com
URL. https://masudagumi1912.co.jp/

発
行

出
産
の
ご
報
告

志
村
風
花

花
粉
症
対
策

春
の
体
調
管
理

と

材
　
料

◦
鶏
む
ね
肉	

１
枚

◦
長
ネ
ギ	

１
本

◦
片
栗
粉	

大
さ
じ
２

◦
サ
ラ
ダ
油	

適
量

□
マ
ヨ
ネ
ー
ズ	

小
さ
じ
１

□
塩
胡
椒	

少
々

◎
め
ん
つ
ゆ
（
４
倍
濃
縮
）	.

	

大
さ
じ
２

◎
み
り
ん	

大
さ
じ
１

◎
柚
子
胡
椒
チ
ュ
ー
ブ	.

	

小
さ
じ
１

年度安全標年度安全標語語〈〈 危険だと言える勇気が仲間を救う危険だと言える勇気が仲間を救う
未来を変えようあなたの声で未来を変えようあなたの声で〉〉

作業安全

・ 作業エリアを明確にし確実な誘導
・ 不安全行動による防止対策の徹底
交通安全

・ 漫然運転の対策と防止
環境目標

・（社内）管理車両内、机まわりの整理・整頓をしましょう
・（現場）重機車両のアイドリングストップを徹底しましょう

3月安全努力目標 私
事
で
大
変
恐
縮
で
す
が
、
こ
の
度
第
一

子
を
出
産
い
た
し
ま
し
た
。
悪
阻
や
切
迫

早
産
、
陣
痛
か
ら
出
産
ま
で
も
約
一
日
か
か

り
、
苦
し
い
時
間
も
た
く
さ
ん
経
験
し
ま

し
た
が
、
無
事
出
産
で
き
た
こ
と
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
現
在
、
絶
賛
魔
の
三
週
目
に
突
入

し
、
眠
気
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
無
事
生
ま
れ

た
こ
と
に
感
謝
を
し
、
初
め
て
の
育
児
を

楽
し
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

三
月
は
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
一
方

で
、
花
粉
症
が
本
格
化
す
る
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
、
目
の

か
ゆ
み
だ
け
で
な
く
、
だ
る
さ
や
集
中

力
の
低
下
な
ど
、
仕
事
や
日
常
生
活
に

影
響
が
出
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
症
状
が
軽
い
う
ち
か
ら
薬
の
服
用

や
マ
ス
ク
の
着
用
、
室
内
へ
の
花
粉
の

持
ち
込
み
を
減
ら
す
工
夫
な
ど
、
早
め

の
対
策
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
朝
晩
と
日
中

の
寒
暖
差
が
大
き
く
、
体
調
を
崩
し
や

す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
暖
か
い
日

が
続
い
た
か
と
思
え
ば
急
に
冷
え
込
む

こ
と
も
あ
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
体
に

負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
服
装
で
う

ま
く
調
整
す
る
こ
と
や
、十
分
な
睡
眠
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
意
識
し
、
体

調
管
理
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
季
節
の

変
わ
り
目
は
不
調
が
出
や
す
い
も
の
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
体
調
の
変
化
に
気

を
配
り
、
無
理
を
せ
ず
、
元
気
に
春
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

行
事
記
録
（
1
27
〜
2
26

）

2
2	

中
建
青
全
国
大
会
実
行
委
員
会
・

名
古
屋

2
6	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
役
員
会

	

掛
川
法
人
会
『
新
春
部
会
員
の

集
い
』・
掛
川

2
9	

静
岡
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会 

理
事
会

	

中
建
青
Ｐ・Ｓ
意
見
交
換
会
役
員
会・

静
岡

2
14
～
2
15	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
採
用
面
接
会
・

ジ
ャ
カ
ル
タ

2
19	

㈱
御
前
崎
草
木
処
理
セ
ン
タ
ー

臨
時
株
主
全
大
会

2
20	

中
建
青
静
岡
県
支
部
新
年
会
・

静
岡

2
24	

御
前
崎
市
商
工
会
青
年
部
市
長

と
の
意
見
交
換
会

2
25	

御
前
崎
市
商
工
会
商
業
部
会
主
催

は
じ
め
て
のChatGPT

セ
ミ
ナ
ー

	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

2
26	

技
士
会
袋
井
地
区
代
議
員
会
・
袋
井

行
事
予
定
（
2
27
〜
3
26

）

2
27	

全
国
建
設
青
年
会
議
全
国
大
会

準
備
会
・
東
京

3
1
～
3
31	

建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防
止

強
調
月
間

3
5	

Ａ
Ｍ
Ｆ
推
進
協
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・

懇
親
会
・
浜
松

レ
シ
ピ

お
い
し
〜
い

鶏
と
長
ネ
ギ
の

柚
子
胡
椒
焼
き

作
り
方

①
フ
ラ
イ
パ
ン
の
上
で
ハ
サ
ミ
を
使
い
、
鶏
む

ね
肉
を
一
口
サ
イ
ズ
に
カ
ッ
ト
す
る
。

②
材
料
の
□
を
入
れ
て
揉
み
こ
ん
だ
ら
片
栗
粉

を
つ
け
る
。

③
サ
ラ
ダ
油
を
適
量
か
け
て
焼
く
。

④
焼
き
加
減
を
見
て
お
肉
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

ら
蓋
を
し
て
中
ま
で
火
を
通
す
。

⑤
お
肉
を
端
に
寄
せ
て
、
空
い
た
と
こ
ろ
に
サ

ラ
ダ
油
を
ひ
き
長
ネ
ギ
を
ハ
サ
ミ
で
４
㎝
ほ

ど
に
カ
ッ
ト
し
て
い
れ
る
。

⑥
長
ネ
ギ
に
焦
げ
目
が
つ
い
た
ら
材
料
の
◎
を

加
え
お
肉
が
テ
リ
テ
リ
に
な
る
ま
で
軽
く
炒

め
た
ら
完
成
！

包
丁
ま
な
板
い
ら
ず
の
メ
ニ
ュ
ー

で
す
！


